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6.研究テーマ種別とその内容

医薬 バイオ

ケミカル

化学 食品 その他

事業ドメイン毎に大きく異なる・・・

ステージ（S)/ゲイト(G)方式

GGGG

SSSSS

何千～何万と

いうスクリーニ

ング作業

研究テーマ探索研究テーマ探索 事業化研究事業化研究 事業化

評価ポイント

•市場性

•ストーリー性

•投資対効果

•事業性

化学分野の事業化の場合は、大規模プラントが必要や場合や、

大量生産を前提とする為、トライ＆エラー的な取り組みは難しい
ため、慎重に市場性や投資対効果を評価する。
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7.ステージゲート方式
• 研究開発テーマをスピーディーに事業へ結びつける｡

• 研究開発の早い段階から事業化に向けて必要な項目を継続的に確認し、スケジュールに反映させることが可能。

• 全ての研究開発テーマに対し、４つのステージ「探索」「研究」「開発」「事業」を設定。

• 多面的視点（戦略性、技術性、自社の競争力、収益性、市場性、社会適合性）から評価シートを用い共通基準で客観的に評価を実施。

• ステージによって評価の重点を変え、研究のGo/Stop及びステージアップを迅速かつ明確に決定可能。

• 各段階での評価は研究者にフィードバックする。

• 研究者は自分のテーマの強みや強化すべき点を認識でき、効率的かつスピーディーに研究開発を進めることも可能となる。

＜昭和電工HPより＞
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10.研究テーマの起案、成果の周知方法（化学分野）

所長
｜
｜
｜
｜

マネージャー
｜
｜

リーダー
｜
｜

研究員

各研究所各研究所各研究所各研究所各研究所各研究所

経営層・役員

研究テーマ会議 研究テーマ会議を通して情報流通

グループ企業間の個人的ネットワークグループ企業間の個人的ネットワークグループ企業間の個人的ネットワークグループ企業間の個人的ネットワーク

による情報流通による情報流通による情報流通による情報流通

• 研究成果の周知研究成果の周知研究成果の周知研究成果の周知

研究発表会あり

⇒各研究所で年3回実施

⇒全社規模で年1回実施

技術蓄積レポート発行

•その他その他その他その他

・小冊子なし

・研究成果の外部情報提示

・仲介組織なし

（化学分野における）

• テーマ起案テーマ起案テーマ起案テーマ起案

起案は誰でも良いが開発部門

がすることが多い。市場ストー

リー（売上・利益率など）は必
要である。

• テーマ評価テーマ評価テーマ評価テーマ評価

評価は半年に1度で研究開発

投資採算等に関し行なうが

決まった評価シート等は無し。


